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1ｾﾒ 2ｾﾒ 3ｾﾒ 4ｾﾒ 5ｾﾒ 6ｾﾒ 7ｾﾒ 8ｾﾒ

2 2 選択必修 ○

2 大学教育入門 2 必修 ○

2 教養ゼミ 2 必修 ○

日本国憲法 2 必修 ○ ○

1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

自然科学系科目群 4 1又は2 選択必修 ○ ○ ○ ○

コミュニケーション基礎Ⅰ 1 ○

コミュニケーション基礎Ⅱ 1 ○

コミュニケーションⅠA 1 ○

コミュニケーションⅠB 1 ○

コミュニケーションⅡA 1 ○

コミュニケーションⅡB 1 ○

- (0) コミュニケーション上級英語 1 自由選択 ○ ○

(0) 1 自由選択 ○ ○

情報・データ科学入門 2 必修 ○

（注4） 2 選択必修 ○ ○

2 1又は2 選択必修 ○ ○

(0) 1又は2 自由選択 ○ ○

(0) 1～3 自由選択 ○ ○ ○ ○

5 （注5） 1～3 選択必修 ○ ○ ○ ○
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注5： 領域科目，外国語科目，情報・データサイエンス科目，健康スポーツ科目，社会連携科目，基盤科目を対象と
する。

注1： ○印は標準履修セメスターを表している。なお，当該セメスターで単位を修得できなかった場合はこれ以降に
履修することも可能である。授業科目により実際に開講するセメスターが異なる場合があるので，毎年度発行
する教養教育科目授業時間割等で確認すること。

注2： 短期語学留学等による「英語圏フィールドリサーチ」，自学自習による「オンライン英語演習Ｉ・Ⅱ・Ⅲ」又
は「コミュニケーション上級英語」の履修により修得した単位を，卒業に必要な英語の単位に代えることが可
能である。また，外国語技能検定試験，語学研修による単位認定制度もある。詳細については，学生便覧の教
養教育の英語に関する項及び「外国語技能検定試験等による単位認定の取扱いについて」を参照すること。

注3： 時間割編成の都合上，1セメスターは「コミュニケーションⅠA」及び「コミュニケーションⅠB」が，2セメス
ターは「コミュニケーションⅡA」及び「コミュニケーションⅡB」が指定されている。

計

教
養
教
育
科
目

注4： 「データサイエンス基礎」，「教育のためのデータサイエンス」を対象とする。

4

基盤科目

自由選択科目

教　養　教　育　科　目　履　修　基　準　表

第一類　特別支援教育教員養成コース（特別支援教育教員養成プログラム）

区
分

科目区分
要修
得単
位数

授業科目等
単位
数

履修区分

履修セメスター(注1)

1年次 2年次 3年次 4年次

自由選択

コミュニケーショ
ンⅠ(注3)

4
選択必修

上記4科目から2科目以上

コミュニケーショ
ンⅡ(注3)

平和科目
大
学
教
育
基
礎
科
目

大学教育入門

4

コミュニケーショ
ン基礎

(0)

教養ゼミ

外
国
語
科
目

共
通
科
目

領域科目

人文社会科学系
科目群

健康スポーツ科目

社会連携科目

英
語

（

注
２

）

初修外国語

情報・データサイエンス科目



 

学 部 履 修 基 準 

 

第 一 類 （ 学 校 教 育 系 ） 

○ 特別支援教育教員養成コース（特別支援教育教員養成プログラム） 

 

科  目  区  分  等 要 修 得 単 位 数 

教 

養 

教 

育 
 

平  和  科  目   ２ 

 ２９ 

大学教育基礎科目 
大学教育入門   ２ 

教養ゼミ   ２ 

共通科目 

領域科目 
人文社会科学系科目群   ４ 

自然科学系科目群   ４ 

外国語科目 
英 語   ４ 

初修外国語   （０） 

情報・データサイエンス科目   ４ 

健康スポーツ科目   ２ 

基  盤  科  目   （０） 

自 由 選 択 科 目   ５ 

専
門
教
育 

専門基礎科目 
教職専門科目   ４９ 

１０３ 
教科専門科目  １０ 

専門科目 特別支援教育に関する専門科目  ３８ 

卒 業 研 究   ６ 

合       計 １３２ 

 



専 門 教 育 科 目 履 修 基 準 

第一類 特別支援教育教員養成コース（特別支援教育教員養成プログラム） 

履  修  内  容 要 修 得 単 位 数 開       設 

教 
 
 

職 
 
 

専 
 
 

門 
 
 

科 
 
 

目 

教職入門  ２ 

４９ 初等教育教員養成コース 

教育の思想と原理  ２ 

教育課程論  ２ 

教育と社会・制度  ２ 

特別活動指導法  ２ 

教育方法・技術論及び情報活用教育論  ２ 

道徳教育指導法  ２ 

児童・青年期発達論  ２ 

生徒・進路指導論  ２ 

教育相談  ２ 

総合的な学習の時間の指導法  １ 

特別支援教育  １ 

初等国語科教育法  ２ 

初等社会科教育法   ２ 

算数科教育法  ２ 

初等理科教育法  ２ 

生活科教育法  ２ 

初等音楽科教育法  ２ 

図画工作科教育法  ２ 

初等体育科教育法  ２ 

初等家庭科教育法  ２ 

初等外国語教育法  ２ 

教職実践演習（幼･小）  ２ 

教育実習指導Ａ  １ 

小学校教育実習Ⅰ  ４ 

教 

科 

専 
門 

科 

目 

初等国語  ２ 

１０ 初等教育教員養成コース 

算数  ２ 

初等社会   ２ 

初等理科  ２ 

生活  ２ 

初等家庭  ２ 

初等音楽  ２ 

図画工作  ２ 

初等体育  ２ 

初等外国語  ２ 

関
す
る
専
門
科
目 

特
別
支
援
教
育
に 

基礎理論  ２ 

３８ 
特別支援教育教員養成コース 

心理，生理及び病理 １０ 

教育課程及び指導法 １０ 

免許領域以外の領域科目  ５ 

特別支援教育に関する選択科目   ８ 

特別支援教育実習   ３ 

発展科目  

  卒 業 研 究        ６ 特別支援教育教員養成コース 

＜履修上の注意＞ 
１．「特別支援教育に関する選択科目」については，次のように履修すること。   
（１）視覚障害教育領域の「心理，生理及び病理」および「教育課程及び指導法」に関する科目の中から４単位以上。 
（２）聴覚障害教育領域の「心理，生理及び病理」および「教育課程及び指導法」に関する科目の中から４単位以上。 
２．教職実践演習（幼･小）（８セメスター）を履修するためには，原則として７セメスター終了時点で小学校教育実習Ⅰの単位を修得

していること。ただし，教職実践演習を受講するセメスターまでに，教育実習の単位を修得できない場合は，同セメスターで教育実
習の単位を修得見込みであることを条件に，履修を認める。 

３．「発展科目」は，免許取得の要件には含まれない。 



第一類 特別支援教育教員養成コース（特別支援教育教員養成プログラム）                

                       開設単位数欄の○印数字は必修 

特別支援教育に関する専門科目                   履修ｾﾒｽﾀｰ欄の○印は標準履修ｾﾒｽﾀｰ 

区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

基礎理論 特別支援教育総論 ② ○        特別支援教育の基礎理論に関する科目  

心
理
、
生
理
及
び
病
理 

大脳生理・病理 ２    ○      心身に障害のある幼児、児童又は生徒の心理、生理及び病理に関する科目  

視覚障害心理学 ② ○            〃  

視覚障害測定・評価演習 １    ○     〃  

聴覚障害心理学 ② ○        〃  

聴覚障害測定・評価演習 １   ○      〃  

知的障害心理学 ② ○        〃   

知的障害測定・評価演習 １   ○      〃  

肢体不自由心理学 ②  ○       〃  

病弱心理学 ②   ○      〃  

教
育
課
程
及
び
指
導
法 

視覚障害教育基礎論 ②  ○       心身に障害のある幼児、児童又は生徒の教育課程及び指導法に関する科目  

視覚障害「自立活動」指導法Ｉ ２   ○        〃   

点字の理論と実際Ｉ ２    ○     〃   

視覚障害「自立活動」指導法Ⅱ ２     ○      〃   

点字の理論と実際Ⅱ ２      ○     〃   

聴覚障害教育基礎論 ②  ○         〃  

聴覚障害「自立活動」指導法 ２   ○        〃   

聴覚障害教育授業法Ⅰ ２    ○     〃   

聴覚障害ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝＩ ２    ○       〃   

聴覚障害ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ２     ○      〃   

知的障害教育基礎論 ②  ○       〃  

知的障害指導法Ⅰ ２    ○       〃  

知的障害指導法Ⅱ ２     ○      〃  

肢体不自由教育基礎論 ②   ○        〃  

肢体不自由指導法Ⅰ ２    ○     〃  

肢体不自由指導法Ⅱ ２     ○    〃  

病弱教育基礎論 ②   ○      〃   

病弱指導法Ⅰ ２      ○   〃  

病弱指導法Ⅱ ２       ○  〃  

の
領
域
科
目 

免
許
領
域
以
外 

言語障害教育総論 ②     ○    免許状に定められることとなる特別支援教育領域以外の領域に関する科目   

ＬＤ等教育総論 ②   ○      〃  

重複障害教育総論 ②     ○    〃  



区 

分 

授 業 科 目 

単 

位 

数 

開 
 

設 

履 修 セ メ ス タ ー 

免 許 法 該 当 科 目 備 考 １
セ
メ 

２
セ
メ 

３
セ
メ 

４
セ
メ 

５
セ
メ 

６
セ
メ 

７
セ
メ 

８
セ
メ 

発 

展 

科 

目 

特別支援教育教育課程総論 ２      ○     

特別支援教育支援技術総論 ２      ○     

視覚管理 ２      ○     

視覚障害教材作成法 ２       ○    

視覚障害教育授業法 ２     ○      

聴覚障害教育授業法Ⅱ ２     ○      

聴覚障害乳幼児指導法 ２      ○    隔年開講 

特別支援教育教材開発演習 ２   ○ ○       

知的障害職業教育実践演習 ２       ○ ○   

知的障害測定・評価実践演習 ２      ○     

教
育
実
習 

特
別
支
援 

特別支援学校教育実習入門 １ ○          

特別支援学校教育実習観察 １    ○       

特別支援学校教育実習 ③      ○   心身に障害のある幼児、児童又は生徒についての教育実習  

特別支援学級教育演習 １        ○   

卒
業
研
究 

特別支援教育研究法Ⅰ ①     ○      

特別支援教育研究法Ⅱ ①      ○     

卒業論文 ④           

 



特別支援教育教員養成プログラムにおける学習の成果
評価項目と評価基準との関係

極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

(1)

特別支援教育に携わる上で必要となる
理念・歴史・制度等に関する知識・理解
が備わっている。

特別支援教育に携わる上で必要となる理
念・歴史・制度等について十分に理解し，
説明することができる。

特別支援教育に携わる上で必要となる理
念・歴史・制度等について概ね理解し，説
明することができる。

特別支援教育に携わる上で必要となる理
念・歴史・制度等について理解し，説明す
ることができる。

(2)

実践場面において求められる基礎的な
医学的知識を含め，実践を行う上での
基礎となる，障害のある児童等の心理
的特性に関する知識・理解が備わって
いる。

実践場面において求められる基礎的な医学
的知識を含め，実践を行う上での基礎とな
る，障害のある児童等の心理的特性につい
て十分に理解し，説明することができる。

実践場面において求められる基礎的な医学
的知識を含め，実践を行う上での基礎とな
る，障害のある児童等の心理的特性につい
て概ね理解し，説明することができる。

実践場面において求められる基礎的な医学
的知識を含め，実践を行う上での基礎とな
る，障害のある児童等の心理的特性につい
て理解し，説明することができる。

(3)

特別支援教育において行われる実際
の指導法に関する知識・理解が備わっ
ている。

特別支援教育において行われる実際の指導
法について十分に理解し，説明することが
できる。

特別支援教育において行われる実際の指導
法について概ね理解し，説明することがで
きる。

特別支援教育において行われる実際の指導
法について理解し，説明することができ
る。

(4)

基礎免許となる初等教育の意義や教
職，教科指導の理論と方法に関する基
本的な知識・理解が備わっている。

基礎免許となる初等教育の意義や教職，教
科指導の理論と方法に関する基本的な知識
について十分に理解し，説明することがで
きる。

基礎免許となる初等教育の意義や教職，教
科指導の理論と方法に関する基本的な知識
について概ね理解し，説明することができ
る。

基礎免許となる初等教育の意義や教職，教
科指導の理論と方法に関する基本的な知識
について理解し，説明することができる。

(5)

専門教育を受けるための学問的基盤と
なる教養教育に関する基本的な知識・
理解が備わっている。

専門教育を受けるための学問的基盤となる
教養教育に関する基本的な知識について十
分に理解し，説明することができる。

専門教育を受けるための学問的基盤となる
教養教育に関する基本的な知識について概
ね理解し，説明することができる。

専門教育を受けるための学問的基盤となる
教養教育に関する基本的な知識について理
解し，説明することができる。

(1)

特別支援教育や専修分野に関する文
献，資料，情報を検索・収集し，課題に
沿ってまとめ，その内容を読み取って，
新たな検討課題を設定できる。

特別支援教育や専修分野に関する文献，資
料，情報を検索・収集し，課題に沿ってまと
め，その内容を読み取って，新たな検討課題
を設定することが十分にできる。

特別支援教育や専修分野に関する文献，資
料，情報を検索・収集し，課題に沿ってまと
め，その内容を読み取って，新たな検討課題
を設定することが概ねできる。

特別支援教育や専修分野に関する文献，資
料，情報を検索・収集し，課題に沿ってまと
め，その内容を読み取って，新たな検討課題
を設定することができる。

(2)

特別支援教育において必要とされる教
育的・心理的な諸検査のもつ特性を踏
まえ，その実施方法の理解と検査結果
に基づく教育的な評価ができる。

特別支援教育において必要とされる教育的・
心理的な諸検査のもつ特性を踏まえ，その実
施方法の理解と検査結果に基づく教育的な
評価を十分に行うことができる。

特別支援教育において必要とされる教育的・
心理的な諸検査のもつ特性を踏まえ，その実
施方法の理解と検査結果に基づく教育的な
評価を概ね行うことができる。

特別支援教育において必要とされる教育的・
心理的な諸検査のもつ特性を踏まえ，その実
施方法の理解と検査結果に基づく教育的な
評価を行うことができる。

(3)

障害を補償する実際的な手段や障害
の特性に応じて必要となる手だてにつ
いて修得する。

障害を補償する実際的な手段や障害の特性
に応じて必要となる手だてを十分に用いること
ができる。

障害を補償する実際的な手段や障害の特性
に応じて必要となる手だてを概ね用いることが
できる。

障害を補償する実際的な手段や障害の特性



極めて優秀(Excellent) 優秀(Very Good) 良好(Good)

学習の成果 評価基準

評価項目

(1)

教育に対する使命感・責任感，社会
性・人間関係能力，児童理解・学級経
営，教科の指導等について自らの資質
や課題を確認し，必要に応じて補充・
深化することができる（総合的教育実践
力）

教育に対する使命感・責任感，社会性・人間
関係能力，児童理解・学級経営，教科の指導
等について自らの資質や課題を確認し，十分
に補充・深化することができる。

教育に対する使命感・責任感，社会性・人間
関係能力，児童理解・学級経営，教科の指導
等について自らの資質や課題を確認し，概ね
補充・深化することができる。

教育に対する使命感・責任感，社会性・人間
関係能力，児童理解・学級経営，教科の指導
等について自らの資質や課題を確認し，補
充・深化することができる。

(2)

個人あるいはグループで，研究計画を
立案し，それに基づいて的確に作業を
実施し，結果をまとめる段階まで遂行で
きる。（研究力・問題解決力）

個人あるいはグループで，研究計画を立案
し，それに基づいて的確に作業を実施し，結
果をまとめる段階まで十分に遂行することがで
きる。

個人あるいはグループで，研究計画を立案
し，それに基づいて的確に作業を実施し，結
果をまとめる段階まで概ね遂行することができ
る。

個人あるいはグループで，研究計画を立案
し，それに基づいて的確に作業を実施し，結
果の基礎的なまとめができる段階まで遂行す
ることができる。

(3)

個人あるいはグループで行う研究にお
いて，課題意識を明確にしてそれに向
けて持続的な作業を行うことができると
ともに，批評に対してその意味するとこ
ろを的確に捉えて，研究の内容や方向
性を柔軟に修正し，まとめていくことが
できる。（研究遂行力・自己修正力）

個人あるいはグループで行う研究において，
課題意識を明確にしてそれに向けて持続的な
作業を行うことができるとともに，批評に対して
その意味するところを的確に捉えて，研究の
内容や方向性を十分柔軟に修正し，まとめて
いくことができる。

個人あるいはグループで行う研究において，
課題意識を明確にしてそれに向けて持続的な
作業を行うことができるとともに，批評に対して
その意味するところを的確に捉えて，研究の
内容や方向性を概ね柔軟に修正し，まとめて
いくことができる。

個人あるいはグループで行う研究において，
課題意識を明確にしてそれに向けて持続的な
作業を行うことができるとともに，批評に対して
その意味するところを的確に捉えて，研究の
内容や方向性を柔軟に修正し，まとめていくこ
とができる。

(4)

個人あるいはグループによる研究の発
表場面において，発表内容を整理した
上で，その成果を明確に伝えるととも
に，質疑において建設的に意見を交わ
すことができる。（表現力・発表力）

個人あるいはグループによる研究の発表場面
において，発表内容を整理した上で，その成
果を明確に伝えるとともに，質疑において十分
建設的に意見を交わすことができる。

個人あるいはグループによる研究の発表場面
において，発表内容を整理した上で，その成
果を明確に伝えるとともに，質疑において概ね
建設的に意見を交わすことができる。

個人あるいはグループによる研究の発表場面
において，発表内容を整理した上で，その成
果を明確に伝えるとともに，質疑において建設
的に意見を交わすことができる。

主専攻プログラムにおける教養教育の位置づけ

総
合
的
な
力

特別支援教育教員養成プログラムにおける教養教育は，専門教育を受けるための学問的基盤作りの役割を担い，自主的・自立的態度の尊重，情報収集力・分析力・批判力
を基礎にした科学的思考力の養成，ものごとの本質と背景を広い視野から洞察することのできる視座の確立，外国語活動等に対応できる語学力と平和に関する関心を強化
し，幅広い知識を真に問題解決に役立つ知識体系へと統合する能力を養成します。



評価項目と授業科目との関係

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

科目中の
評価項目
の加重値

評価項目
中の加重
値

教養教育科目 平和科目 2 選択
必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 大学教育入門 2 必修 1セメ-1T 100 1 100

教養教育科目 教養ゼミ 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

教養教育科目 領域科目 8
必修

選択必修
1-4セメ 100 1 100

教養教育科目 英語 4 選択
必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 初修外国語 (0) 自由選択 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 情報・データサイエンス科目 4 選択必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 健康スポーツ科目 2 選択
必修 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 社会連携科目 (0) 自由選択 1-2セメ 100 1 100

教養教育科目 基盤科目 (0) 自由選択 1-4セメ 100 1 100

専門科目 特別支援教育総論 2 必修 1セメ-1T 100 1 100

専門科目 大脳生理・病理 2 選択 3セメ集中 100 1 100

専門科目 視覚障害心理学 2 必修 1セメ 100 1 100

専門科目 視覚障害測定・評価演習 1 選択 4セメ-4T 100 1 100

専門科目 聴覚障害心理学 2 必修 1セメ 100 1 100

専門科目 聴覚障害測定・評価演習 1 選択 3セメ-2T 100 1 100

専門科目 知的障害心理学 2 必修 1セメ-2T 100 1 100

専門科目 知的障害測定・評価演習 1 選択 3セメ-1T 100 1 100

専門科目 肢体不自由心理学 2 必修 2セメ 100 1 100

専門科目 病弱心理学 2 必修 3セメ 100 1 100

専門科目 視覚障害教育基礎論 2 必修 2セメ-4T 100 1 100

専門科目 視覚障害「自立活動」指導法Ⅰ 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

専門科目 点字の理論と実際Ⅰ 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

専門科目 視覚障害「自立活動」指導法Ⅱ 2 選択 5セメ-2T 100 1 100

専門科目 点字の理論と実際Ⅱ 2 選択 6セメ-4T 100 1 100

専門科目 聴覚障害教育基礎論 2 必修 2セメ-3T 100 1 100

専門科目 聴覚障害「自立活動」指導法 2 選択 3セメ-2T 100 1 100

専門科目 聴覚障害教育授業法Ⅰ 2 選択 4セメ-4T 100 1 100

専門科目 聴覚障害コミュニケーションⅠ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門科目 聴覚障害コミュニケーションⅡ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門科目 知的障害教育基礎論 2 必修 2セメ 100 1 100

専門科目 知的障害指導法Ⅰ 2 選択 4セメ-3T 100 1 100

専門科目 知的障害指導法Ⅱ 2 選択 5セメ 100 1 100

専門科目 肢体不自由教育基礎論 2 必修 3セメ 100 1 100

専門科目 肢体不自由指導法Ⅰ 2 選択 4セメ 100 1 100

専門科目 肢体不自由指導法Ⅱ 2 選択 5セメ集中 100 1 100

専門科目 病弱教育基礎論 2 必修 3セメ-1T 100 1 100

(4) (2) (3)(1)

別紙３

科目中
の評価
項目の
総加重
値

総合的な力
(1)(5)

知識・理解
(1) (2) (3) (2)

科目区分 授業科目名 単位数
必修・
選択
区分

開設期

評　価　項　目

(4) (3) (4)
能力・技能





別紙４
特別支援教育教員養成プログラムカリキュラムマップ

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

特別支援教育総論（◎） 視覚障害教育基礎論（◎） 肢体不自由教育基礎論（◎） 特別支援学校教育実習観察（△）

特別支援学校教育実習入門（△） 聴覚障害教育基礎論（◎） 病弱教育基礎論（◎）
知的障害教育基礎論（◎）

視覚障害心理学（◎） 肢体不自由心理学（◎） 大脳生理・病理（△）
聴覚障害心理学（◎） 病弱心理学（◎）
知的障害心理学（◎）

特別支援学校教育実習入門（△） ＬＤ等教育総論（◎） 知的障害指導法Ⅰ（△） 言語障害教育総論（◎） 病弱指導法Ⅰ（△）
肢体不自由指導法Ⅰ（△） 重複障害教育総論（◎）
特別支援学校教育実習観察（△）

教職入門（◎） 教育の思想と原理（◎） 教育課程論（◎） 教育方法・技術論（◎） 総合的な学習の時間の指導法（◎）

特別活動指導法（◎） 教育と社会・制度（◎） 道徳教育指導法（◎） 特別支援教育（◎）
児童・青年期発達論（◎） 初等国語科教育法（◎） 生徒・進路指導論（◎）

初等理科教育法（◎） 教育相談（◎）
生活科教育法（◎） 初等社会科教育法（◎） 

初等外国語教育法（◎）算数科教育法（◎）
初等音楽科教育法（◎）

図画工作科教育法（◎）

初等体育科教育法（◎）

初等家庭科教育法（◎）

大学教育入門（◎）
教養ゼミ（◎）
領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○） 領域科目（○）
健康スポーツ科目（○） 健康スポーツ科目（○）
社会連携科目（△） 社会連携科目（△）
基盤科目（△） 基盤科目（△） 基盤科目（△） 基盤科目（△）

英語（○） 英語（○） 特別支援教育研究法Ⅰ（◎） 特別支援教育研究法Ⅱ（◎）

情報・データサイエンス科目（◎）

知的障害測定・評価演習（△） 視覚障害測定・評価演習（△）

聴覚障害測定・評価演習（△）

視覚障害「自立活動」指導法Ⅰ（△） 点字の理論と実際Ⅰ（△） 聴覚障害コミュニケーションⅡ（△） 点字の理論と実際Ⅱ（△） 特別支援学級教育演習（△）
聴覚障害「自立活動」指導法（△） 聴覚障害コミュニケーションⅠ（△） 特別支援学校教育実習（◎）

聴覚障害教育授業法Ⅰ（△） 視覚障害「自立活動」指導法Ⅱ（△） 特別支援学校教育実習（◎） 病弱指導法Ⅱ（△） 特別支援学級教育演習（△）

４年

評価項目

(3)特別支援教育において行わ
れる実際の指導法に関する知
識・理解が備わっている。

学習の成果 １年

(3)障害を補償する実際的な手
段や障害の特性に応じて必要
となる手だてについて修得す
る。

(1)特別支援教育に携わる上で
必要となる理念・歴史・制度等
に関する知識・理解が備わって
いる。

３年

(4)障害のある児童等の学習を
促すため 指導法や効果的

(5)専門教育を受けるための学
問的基盤となる教養教育に関
する基本的な知識・理解が備
わっている。

２年

(2)実践場面において求められ
る基礎的な医学的知識を含
め，実践を行う上での基礎とな
る，障害のある児童等の心理
的特性に関する知識・理解が
備わっている。

能
力
・
技
能

知
識
・
理
解

(1)特別支援教育や専修分野に
関する文献，資料，情報を検
索・収集し，課題に沿ってまと
め，その内容を読み取って，新
たな検討課題を設定できる。

(4)基礎免許となる初等教育の
意義や教職，教科指導の理論
と方法に関する基本的な知識・
理解が備わっている。

(2)特別支援教育において必要
とされる教育的・心理的な諸検
査のもつ特性を踏まえ，その実
施方法の理解と検査結果に基
づく教育的な評価ができる。



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

４年

評価項目

学習の成果 １年 ３年２年

知的障害指導法Ⅱ（△）
肢体不自由指導法Ⅱ（△）

平和科目（○） 教職実践演習（幼･小）（◎）

卒業論文（◎）

卒業論文（◎）

卒業論文（◎）

（例） 教養科目 専門基礎科目（基礎免許） 専門科目 卒業論文 （◎）必修科目 （○）選択必修科目 （△）選択科目

総
合
的
な
力

促すための指導法や効果的に
学習を行うための教材・教具の
作成法・活用法について修得
する。

(4)個人あるいはグループによ
る研究の発表場面において，
発表内容を整理した上で，その
成果を明確に伝えるとともに，
質疑において建設的に意見を
交わすことができる。（表現力・
発表力）

(1)教育に対する使命感・責任
感，社会性・人間関係能力，児
童理解・学級経営，教科の指導
等について自らの資質や課題
を確認し，必要に応じて補充・
深化することができる（総合的
教育実践力）

(3)個人あるいはグループで行
う研究において，課題意識を明
確にしてそれに向けて持続的
な作業を行うことができるととも
に，批評に対してその意味する
ところを的確に捉えて，研究の
内容や方向性を柔軟に修正
し，まとめていくことができる。
（研究遂行力・自己修正力）

(2)個人あるいはグループで，
研究計画を立案し，それに基づ
いて的確に作業を実施し，結果
をまとめる段階まで遂行でき
る。（研究力・問題解決力）



別紙５ 

特 別 支 援 教 育 教 員 養 成 プ ロ グ ラ ム 担 当 教 員 リ ス ト 
 

教員名 職名 内線番号 研究室 メールアドレス 

川合 紀宗 教授 7179 Ｃ棟７０８ nkawai@ 

若松 昭彦 教授 7172 Ｃ棟６２６ awakama@ 

氏間  和仁 准教授 7175 Ｃ棟７０４ ujima@ 

新海 晃 准教授 7173 Ｃ棟６２７ ashinkai@ 

林田 真志 准教授 7176 Ｃ棟７０５ mhyshd@ 

船橋 篤彦 講師 7177 Ｃ棟７０６ afunaba@ 

森 まゆ 講師 7171 Ｃ棟６０８ morimayu@ 

村上 理絵 助教 7174 Ｃ棟６２８ mrkm0625@ 

 
※E-mail アドレスは「@」のあとに、「hiroshima-u.ac.jp」を付けて送信してください。 
※「０８２－４２４－（内線番号４桁）とすれば，直通電話となります。 
 （霞：０８２－２５７－（内線番号４桁）） 
 （東千田：０８２－５４２－（内線番号４桁）） 
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